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こんなことが出来ます︕

【従来の問題点】

•チューブの先端部から直接冷気
をマスク内に送るため、マスクか
ら吸入する外気と混ざり、一定の
冷却効果が得られなかった
•ハンディファンは高温下での効
果は抑制的であり、片手が塞がれ
て不便であった

【解決したポイント】

・通常のマスクの下にインナーマスクを
設けて冷気溜まり（空洞部）を作り、冷
気を生成する保冷バッグ（体に装着）を
設けて、インナーマスクへ冷気を送るよ
うにした
・体に装着することで両手を自由に使う
ことが出来る

技術の概要
■ インナーマスクは上部に開口部、下部にチューブとの接続口があり、保冷バッグは保冷
剤・ファン・チューブ等を内蔵し、生成した冷気をチューブを介してインナーマスクへ送る
ことで、冷気を口と鼻へ供給する
■チューブは顔を左右に振ることに合わせて自在に伸縮するので使用するのに違和感は無い

発明者からのメッセージ

・異常気象による温暖化を危惧していま
す。炎天下でのお仕事、火気を使われる
お仕事、常時マスクが外せないお仕事等
をされている人達のお役に立てるように
との思いで考えました
・脳疲労という言葉を耳にしますが、冷
気を鼻の奥に吸い込み脳を内から冷やす
ことで、脳疲労を抑制できるのではない
かと考えています
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冷気をマスク内に送るためマスク下に冷気溜まり（イン
ナーマスク）を設けて、息苦しさを改善し熱中症による
体調不良を未然に防ぐことができます。

技 術 分 野
□電気・電子 □機械・加工 □情報・通信
□化学・薬品 □有機材料 □無機材料
□金属材料 □輸送 □食品・バイオ
■生活・文化 □土木・建築 □繊維・紙
□農林・畜水産 □医療・介護 □その他（ ）

クール・インナーマスクの全体像
【符号】
１︓インナーマスク本体
６︓チューブ（伸縮自在）
７︓マスク（点線部分）
１０︓ツールバッグ（保冷バッグ収納）
１２︓外気導入パイプ
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